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２ ＩＣＴの活用状況について

１ 本研究の目的・内容

３ 活用事例の紹介

４ 活動の成果と今後の展望

内容
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国語科の学習指導において、生徒の資質・能力

の育成を目指す主体的・対話的で深い学びの実

現に向けて、ＩＣＴを活用した単元指導評価計

画を作成し、学校現場でのＩＣＴを活用した学

習指導の促進に寄与する。

研究の目的

１ 本研究の目的・内容①
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研究の内容

１ 本研究の目的・内容②

小学校・中学校・高等学校におけるＩＣＴ
を活用した単元指導評価計画の作成

国語科の研修講座における受講者のＩＣＴ
活用の調査
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（１）タブレット端末を使用しての授業状況

２ ＩＣＴの活用状況①
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（２）「国語科以外でのＩＣＴ活用」R6_研修講座アンケート
（小・中・高 国語科）から n=32

２ ＩＣＴの活用状況③
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（３）「国語科でのＩＣＴ活用」R6_研修講座アンケート（小・中・高 国語科）から

n=32
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２ ＩＣＴの活用状況②
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（４）「意見・疑問・課題」R6_研修講座アンケート（小・中・高 国語科）から

n=32
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２ ＩＣＴの活用状況④
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（５）全国学力・学習状況調査から見る
「学校におけるICTの利活用」青森県の状況

２ ＩＣＴの活用状況⑤
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（６）全国学力・学習状況調査から見る
「学校におけるICTの利活用」青森県の状況

２ ＩＣＴの活用状況⑥
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２ ＩＣＴの活用状況⑦

全国との比較から見て青森県のＩＣＴ活用推進が遅れ
ている。

校種による差が広がってきている。

ＩＣＴを「使える」から「活用する」へ

課題



「話すこと・聞くこと」領域におけるICT活用例

小学校 第６学年

～ 目的や条件に応じて話し合おう ～

『みんなで楽しく過ごすために』
【コラム】『伝えにくいことを伝える』

（光村図書）

教育相談課 髙田 秀行



１．単元について
単元の目標

◎思考に関わる語句の量を増やし、話の中で使うことができる。（知・技（１）オ）

◎互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げたりまとめたりすることができる。（思・判・表 A（１）オ）

本単元における言語活動 ・目的や条件に応じて話し合う。

単元の評価規準例

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度

・言葉には、相手とのつながりをつ
くる働きがあることに気づいている。

（（１）ア）

・思考に関わる語句の量を増やし、
話の中で使っている。 （（１）オ）

・目的や意図に応じて、日常の中から
話題を決め、集めた材料を分類した
り関係づけたりして、伝え合う内容を
検討している。 （A（１）ア）

・互いの立場や意図を明確にしながら
計画的に話合いをしている。

（A（１）オ）

・粘り強く考えを広げたりまとめ
たりし、学習の見通しをもって
話し合おうとしている。

・適切な言葉を選んだり、口調や
表情なども意識したりしながら、
相手に配慮した伝え方をしよう
としている。

◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあることに気づくことができる。（知・技（１）ア）

◎目的や意図に応じて、日常の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係づけたりして、伝え合う内容を検討すること
ができる。 （思・判・表A （１）ア）

◎適切な言葉を選んだり、口調や表情なども意識したりしながら、相手に配慮した伝え方をしようとする。（主体的に取り組む態度）



２．単元の流れ（全７時間）
主な学習活動 主な学習活動評価規準 評価規準

①学習の見通しをもつ。

・これまでの活動や行事を想

起する。
・「問いをもとう」「目標」を基
に、学習計画を立てる。

③グループの中で役割を決
め、進行計画を立てる。
・役割を決める。
・広げる、まとめるを意識しな
がら進行計画を立て、時間配
分を決める。

⑤⑥
進行計画に沿って話し合う。
・自分の考えを伝え合い、考えを
広げる話合いをする。
・出し合った考えを整理し、考え
をまとめる話合いをする。

⑦話し合ったことをクラスで
共有し、活動を振り返る。
・話合いのしかたでよかったを
伝え合う。
・「ふりかえろう」で、身に付け
たい力について押さえる。

【知・技】
・言葉には、相手とのつなが
りをつくる働きがあることに
気づいている。 （（１）ア）

【知・技】
・思考に関わる語句の量を
増やし、話の中で使ってい
る。 （（１）オ）

【思・判・表】
・目的や意図に応じて日常
生活の中から話題を決め、
材料を分類したり関係づけ
たりして、伝え合う内容を検
討している。 （Ａ（１）ア）

②議題を確かめ、目的と条件
を整理し、自分の考えを明
確にする。

・議題、目的、条件を整理する。

・主張、理由、根拠を整理する。

【思・判・表】
・互いの立場や意図を明確
にしながら計画的に話し合
い、考えを広げたりまとめ
たりしている。 （Ａ（１）オ）

【態度】
・粘り強く考えを広げたりま
とめたりし、学習の見通しを
もって話し合おうとしている。
・適切な言葉を選んだり、口
調や表情なども意識したり
しながら、相手に配慮した
伝え方をしようとしている。
・積極的に単元全体を振り
返り、学んだことを今後に
生かそうとしている。

④話合いで気を付けることを
考える。
・コラム「伝えにくいことを伝え
る」を参考に、表情や口調等
も意識しながらアサーティブ
な表現について理解を深める。



３．教材の分析（４/７時間目のコラムについて）
単元設定について

・本単元は、総合的な学習の時間をはじめ、学級活動や道徳など他教科や学校生
活との関連が図られることをねらった単元である。また「コラム」は、言語やコミュ
ニケーション、情報などの知識の伝達を目的として意図的に設定されている。

・コラム「伝えにくいことを伝える」は、昨今注目されるソーシャルスキルの「アサー
ション」に対応した学習内容である。SSTは、互いの要望に折り合いをつけるため
に、何をどのように伝えるかを学ぶ時間であり、子供たちが人とよりよく関わって
生きていくために不可欠な力である。

・本コラムは、単元の話合いを円滑に進めるための補助的教材であるとともに、
学校生活で人とよりよく関わっていくための大切なスキルを学ぶ時間であること
から、単元のどの時間で学習するかは流動的に捉えるとともに、他教科との関連
も図りながら適宜学習し、表情や口調など言葉以外の表現への意識、相手への
気配りの心も育てていきたい。



４．単元のICT活用について

・すべての授業で使え、「思考力」「プレゼン力」等を効果的に育てる授業支援ク
ラウドである。本時では特に、思考の「可視化」「共有化」「発散と収束」の効果
に期待し、グループでの共有ノートの活用を設定。

の活用

・本単元は話合いを進める学習のため、全６時間中どの時間でもロイロノートの活
用は可能であると考える。だが、今回は、コラム「伝えにくいことを伝える」の学習
活動における活用例を紹介するものとする。

・先に述べた通り、「伝えにくいことを伝える」は、アサーションの大切さを学ぶ内容
であり、話合いのための補助的教材としての学習だけでなく、学級活動や道徳
との関連も視野に入れた「アサーショントレーニング」としての学習展開を念頭に
置いて活動例を作成した。



５．本時の学習活動・展開

① これまでの経験も想起しながら、本時のねらいを理解する。
（日常生活や話合い活動において、お互いが気持ちよく関わるため
に必要な伝え方がある）

② アグレッシブ、ノンアサーティブ、アサーティブの３つの伝え方のモ
デリングから、アサーティブな伝え方のよさを感じ取る。

③ P147に示された「伝えにくいことを伝えるための３つのポイント」
を意識しながら、様々な場面でどのように伝えるのかを話し合う。

⑤ 表情や言葉遣いなどにも気を付けながら考えた伝え方でロール
プレイし、感じ方や思ったことなどを共有し合う。

④ 表情や言葉遣いなどにも気を付けながら発表し合う。

教 材 【 コラム 「伝えにくいことを伝える」 】

ね ら い ◎相手の気持ちを考えながら、自分のいいたいことを相手に受け止
めてもらえるような伝え方を考えることができる。

学習活動

※次スライドに掲示
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くま手チャート

クラゲチャート

多面的・多角的思考、思考の拡散や収束を支える思考図

フィッシュ・ボーン図



６．本時で活用するＩＣＴ
①ロイロの共有ノートを使用
（グループごとに）

②３つのポイントについて、
グループ内で意見を出し合う。

④仲間の意見も見ながら、
最もいいなと思う伝え方を
考え、ノートにまとめる。

③場面に応じたクッション言葉
も出し合う。



５．本時の学習活動・展開
教材 【 コラム 「伝えにくいことを伝える」 ４/６時間目 】

学習活動 ① これまでの経験も想起しながら、本時のねらいを理解する。
（日常生活や話合い活動において、お互いが気持ちよく関わるため
に必要な伝え方がある）

ねらい ◎相手の気持ちを考えながら、自分のいいたいことを相手に受け止
めてもらえるような伝え方を考えることができる。

② アグレッシブ、ノンアサーティブ、アサーティブの３つの伝え方のモ
デリングから、アサーティブな伝え方のよさを感じ取る。

③ P147に示された「伝えにくいことを伝えるための３つのポイント」
を意識しながら、様々な場面でどのように伝えるのかを話し合う。

⑤表情や言葉遣いなどにも気を付けながら考えた伝え方でロール
プレイし、感じ方や思ったことなどを共有し合う。

④表情や言葉遣いなどにも気を付けながら発表し合う。



①ノートに書いた伝え方を、
カメラに向かって実演する。

③録画したデータを先生に提出。
（制限時間内で）

②表情や言葉遣いにも気を付け
ながら練習し、録画する。

★ 録画したデータを客観的に見返したり、画面を観ながら練習をすることで、自分の表情
や声、言葉遣いの改善策や、もっとよい伝え方の文言や表現に気付いたりすることがで
きるので、本人の納得いくデータを提出でき、実践的なスキルトレーニングにもなる。
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。



①何人かの児童の発表（録画）を
観る。（観るときの観点を示して）

②伝え方（文言、言葉遣い、クッショ
ン言葉、表情など…）の、よかった
部分について話し合い、共有する。

③アサーション（アサーティブな
伝え方）のよさ、実際にやって
みて、友達の発表を見て、感じた
こと、考えなどを共有する。

★ 「アサーション」の考え方は、自分も相手も尊重した表現、態度の育成につながります。
子供たちの協働的な学びを支える大切な考え方です。国語に限らず、道徳や特別活動
など、他教科との関連も図りながら定期的に学習する必要があると考える。



中学３学年

『故郷』（魯迅）

「作品の批評文を交流し合い、社会の中で生きる人々について考えよう」

義務教育課 松尾和明

「読むこと」領域におけるICT活用例



１ 単元について
○単元の目標

• 具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができる。 〔知識及び技能〕（２）ア

• 文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の意見をもつことができ
る。 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｃ（１）エ

• 言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文化に関わり，思いや
考えを伝え合おうとする。〔学びに向かう力，人間性等〕

○本単元における言語活動

• 理解したことや考えたことについて文章にまとめる活動。

○単元の評価規準

①時間の経過による言葉の変化
や世代の違いによる言葉の違い
について理解している。（（２）ア）

①文章を読んで考えを広げたり深
めたりして、人間、社会について、
自分の意見をもっている。
（C（１）エ）

①言葉がもつ価値を認識し、
文章表現から作者の意図を
考えながら文章を読み、批評
文を書こうとしている。

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度



２ 単元の流れ（全７時間）
主な学習活動 評価規準 ICTの活用

①単元の見通しをもつ。
○人物や粗筋を大まかに捉えながら『故郷』
の朗読を聞く。

○初発の感想を書く。

②『故郷』のあらすじを捉える。
○時代背景等も抑えながら，物語の全体を捉
える。

・物語の場面の展開を捉える。
・登場人物についての人物相関図を書く。

［知識・技能］①

登場人物の描写や登場人物同
士の関係など、本文の表現を根
拠にそれぞれの場面の特徴を
考え、作品全体に与える効果や
表現の工夫を捉えている。

［思考・判断・表現］①

登場人物の生き方や場面の特
徴に着目して、作品のもつ特性
や価値を考えている。

[可視化]
ジャムボード
の活用

③④⑤人物の変化を捉える。
○登場人物の描写に着目して、作品全体に与える
効果や表現の工夫について自分の考えをもつ。
・ルントウ、ヤンおばさんの場面を読み、過去から
の変化に着目して作品全体に与える効果や表
現の工夫を捉える。
・「私」のものの見方に着目して作品全体に与える
効果や表現の工夫を捉える。

[共有化]
スライド
の活用



主な学習活動 評価規準 ICTの活用

⑥批評文を書く。
○言動や様子などの文章表現から読み取った登
場人物の生き方や場面に描かれた社会につい
て、自分の知識や経験と比べて考え、自分の意
見を書く。

［主体的に学習に取り組む態度］
①

作品のもつ特性や価値について
根拠を明確にしながら、文章で自
分の意見をまとめようとしている。

[共有化]
[効率化]
ドキュメント
の活用⑦批評文を読み合う。

○各自で考えた作品についての評価を交流する
ことで、文学的な作品を読む意義について自分

の考えをもてるようにする。

２ 単元の流れ（全７時間）



【学習活動②】『故郷』のあらすじを捉える。

【ＩＣＴの活用場面】[可視化] ジャムボード

「場面の展開」と「登場人物」を整理する

３ 「主な学習活動」と「活用アプリ」

ジャムボードはサービスを終了しましたが、他のホワイトボードアプリで代用できます。



[可視化]が容易なので、情報を集めたり、整理したりしながら学習を進められる。



[可視化]が容易なので、情報を集めたり、整理したりしながら学習を進められる。



【ＩＣＴの活用場面】[共有化] スライド

「表現の仕方の効果」と「展開の効果」から

作品の中で変化したものを整理する

【学習活動③④⑤】人物の変化を捉える。

３ 「主な学習活動」と「活用アプリ」



学習の流れをテンプレートで準備することで、見通しをもって学習を進められる。

自分の学習をグループで「共有化」し、話し合うことで考えを深められる。

共有



【学習活動⑥】「故郷」について批評文を書く

【ＩＣＴの活用場面】[共有化][効率化]ドキュメント

・批評文を書く

・作品を通して考えたことについて、相互に読み合う

【学習活動⑦】「故郷」について批評文を読み合う

３ 「主な学習活動」と「活用アプリ」



「読み合う」活動には、ＩＣＴ活用での「共有化」の効果が大きい。

また、他者の書き方や考え、アドバイスを知る活動の「効率化」が図れるので、新たな視
点をもちやすくなり、自分の考えを広げたり深めたりすることにつながる。

共有



[読み合う活動例：「共有化」するために、こんな方法もあります①]
・フォーム＆スプレッドシート編

教師作成の「フォーム」に生徒が批評文を書き送信する。教師は「スプレッドシー
ト」として一覧にする。１枚の「スプレッドシート」で相互の意見文を「共有」さ
せ、交流させる。



[読み合う活動例：「共有化」するために、こんな方法もあります②]
・フォーム編

○グループのメ
ンバーなどの個
人あてに意見文
を送信できる。
○本文も全て見
えているので、
じっくりと読み、
コメントを返す
ことができる。
▲教師は学習状
況を見取るため
にスプレッド
シートにまとめ
させ提出させる
など、工夫しな
ければならない。



学習過程「考えの形成」における
・試行錯誤による自己評価と
メタ認知の促進

※メタ認知・・・自分の状況を客観的に認識すること

学習過程「共有」における
・言語活動の量的な拡大
・学び合いの質の向上

・調整方略（メタ認知的方略）：自分で設定
した計画や方略を修正しながら学習を進め
ることができる

・モニタリング方略（メタ認知的方略）：目
標や計画が予定通りに進んでいるかを確か
めながら、目標達成に向けて学習を進める
ことができる

自分の学習を客観的に捉えやすくなり、主体的な学びにつながる

「主体的な学びの学習」モデル(2019ベネッセ）

［参考・国語教育（明治図書2022.8月号）・ニュースレター「メタ認知が成績向上に効果」（ベネッセ2019.3）］

４ ICT活用により期待できること
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「書くこと」領域における活用事例

高等学校
現代の国語

『社会に対する意見を
自分の経験から導き出して書こう』

高校教育課 青木雅俊
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１ 単元について

単元の目標

主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができる。
〔知識及び技能〕（２）ア

言語活動

自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方を考えるこ
とができる。 〔思考力、判断力、表現力等〕B書くこと（１）ウ

論理的な文章を読み、自分の意見や考えを論述する。

①主張と論拠など情報と情報と
の関係について理解している。

（（２）ア）

①自分の考えや事柄が的確に伝
わるよう、根拠の示し方や説明
の仕方を考えている。

（B（１）ウ）

①意見文を書くことを通し
て、自分の考えや事柄が的
確に伝わるよう、根拠の示
し方や説明の仕方を粘り強
く考え、自らの学習を調整
しようとしている。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価規準
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２ 単元の流れ（全５時間）

主な学習活動 評価規準 ICTの活用

①単元の目標や進め方を確認し、学習の見通し
をもつ。
〇意見文作成に関する主張と論拠など情報と
情報との関係について、トゥールミンモデ
ルの理由づけと裏づけを活用して考える。

［知識・技能］①
主張と論拠など情報と情報と
の関係について理解している。

フォーム
の活用

②③自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根
拠の示し方や説明の仕方を考え、構成メモ
に記述する。

［思考・判断・表現］①
自分の考えや事柄が的確に伝
わるよう、根拠の示し方や説
明の仕方を考えている。

スライド
の活用

④⑤構成メモに基づいて、意見文を作成する。
○読み手からの助言などを踏まえて、自分の
文章の特長や課題を捉え直して改善に活か
す。

［主体的に学習に取り組む態
度］①
読み手からの助言などを踏ま
えて、自分の文章の特長や課
題を捉え直している。

ドキュメント
の活用
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３ 学習活動とアプリ

学習活動①

意見文作成に関する主張と論拠など情報と情報との関係について、
トゥールミンモデルの理由づけと裏づけを活用して考える。

アプリ「フォーム」
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３ 学習活動とアプリ

学習活動②

自分の考えや事柄が的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の仕方
を考え、構成メモに記述する。

アプリ「スライド」
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３ 学習活動とアプリ

学習活動③

構成メモに基づいて、意見文を作成する。

アプリ「ドキュメント」



活動の成果

・受講者のＩＣＴの活用状況の把握

・指導事項を踏まえた活用事例の考案
・研修講座における活用場面の提案

今後の展望

・単元指導評価計画の作成
・生成ＡＩの活用

４ 活動の成果と今後の展望
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